
 

 

 

石材用吸水防止剤（濡れ色仕上げ） 
 

 

 

イシノールシリーズ 
 

ウエットコート 
（御影石鏡面仕上げ専用吸水防止剤） 

 

ウェットバーナー 
（御影石バーナー面専用吸水防止剤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

            「石」に塗布することで 

          「石」本来の素材感を損なうことなく 

  「石」を長期にわたり撥水、吸水防止効果を得るものです。 
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イシノールシリーズの効果・特長 

 優れた撥水性・吸水防止効果により、水を起因としたトラブルから石を守ります。 
 石材の質感を損なうことはありません。 
 処理した石材は、汚れの除去が容易になり、メンテナンスを楽に行なうことができますので 
維持管理費が安価になります。 

 石材以外で吸水性のあるタイル、レンガ、ブロックなどにも使用できます。 
 経年変化による白化、黄変等はありません。 
 

《イシノールウェットコート・ウェットバーナー》 

 石の表面を深みのある濃色・濡れ色に仕上ます。 
 不自然な光沢を出すことはありません。 
 主に御影石に使用します 
 石の表面加工により、鏡面仕上げ（本磨き）はウェットコート、バーナー仕上げ（粗面仕上げ）
にはウェットバーナーを使用します。 

 

 ウェットコート ウェットバーナー 

表面加工 研磨面・鏡面仕上げ バーナー仕上げなど粗面仕上げ 

対象石材 御影石 御影石 

その他 用途※ 大理石（濃色にならない場合あり） 磁器タイル 

※ 御影石以外での使用については、必ず予備テストをおこなうか、当社まで御相談下さい。 

《標準塗布量》                                   

１Ｌ当たりの塗布面積 

 御影石鏡面仕上げ 御影石バーナー仕上げ 

ウェットコート   １０～１２㎡／ Ｌ － 

ウェットバーナー － ６～８㎡／Ｌ 

※ 塗布量は、石材の種類、吸水性により異なります。必ず予備テストを行い塗布量を決めて 

   下さい。 

 

《御使用にあたって》 

 施工前にカタログ、施工書にしたがって予備テストを行い、効果や色相（仕上り具合）、塗布
量等を確認しておいて下さい。 

   （仕上り具合など石材に合わない場合がありますので、予備テストは必ず行なって下さい） 

 ウェットコート、ウェットバーナーの効果を持続させるためにはメンテナンスが必要です。メ
ンテナンスは簡易なもので、その方法につきましては別紙メンテナンス書を参照にして下さい。 

 処理後、初期効果として水を玉状に弾きます。この効果は初期に見られるもので、玉状の弾き
が無くなっても吸水防止効果が無くなった訳ではありません。 

 モルタル、コーキング材との接着性に問題がありますので、表面以外での使用は避けて下さい。 
 

 

 

 

 

 



《性能試験結果》 

各塗布剤を各石材に塗布後、７日間養生後測定した。塗布量は ウェットバーナー ０．１５L／㎡ 

ウェットコート ０．１L／㎡を２回に分けて塗布した。試験方法は NSK S-００４を参照にした。 

詳細資料は別途あります。 

            ウェットコート                           ウェットバーナー                                                                                                                                                                                   

《耐久性について》 

 外壁において、当社での３年相当の耐候性テストでは、吸水性、退色についての劣化は見られ
ません。効果については急激に劣化することはありません。 

 色相は年月が経過することにより、多少ですが徐々に薄くなってきます。状態を確認し、塗り
直しを検討して下さい。 

 歩行面については、約１年が目安です。ただし、歩行頻度により異なります。 
 耐久性については使用場所、環境条件、石材の種類などにより異なります。上記年数は保証の
限りではありません。 

 効果を持続させるため適切なメンテナンスを行なって下さい。 
 

《性状》 

 ウェットコート ウェットバーナー 

外  観 無色透明溶液 無色透明溶液 

成  分 特殊複合シリコーン化合物 特殊複合シリコーン化合物 

溶  剤 第４類第１石油類 第２種有機溶剤 第４類第１石油類 第２種有機溶剤 

取扱い 火気厳禁 火気厳禁 

貯蔵性 １年（３０℃以下密閉状態で保管） ６ヶ月（３０℃以下密閉状態で保管） 

         黒御影石（ﾈﾛﾌﾞﾗｯｸ）・鏡面仕上げ
における透水量比較
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  黒御影石（ﾍﾞﾙﾌｧｰｽﾄ）・バーナー
仕上げ における透水量比較
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黒御影石（ﾍﾞﾙﾌｧｰｽﾄ）
吸水率比較
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  黒御影石（ﾍﾞﾙﾌｧｰｽﾄ）・バーナー
仕上げ における吸水率比較
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《その他注意事項》 

 御使用に関しては、施工書を必ず読んで下さい。 
 危険物に該当しますので、火気には充分に注意して下さい。 
 有機溶剤を含んでいますので、室内での作業では換気を充分に行ない、必要に応じ有機ガス用
防毒マスクなどを着用して下さい。 

 取り扱いは、できるだけ皮膚に触れないようにし、保護手袋などを着用して下さい。また、眼
に入らないよう保護眼鏡を着用して下さい。 

 眼に入った場合は、直ちに多量の水で良く洗い流した後、必要に応じて医師の診察を受けて下
さい。 

 皮膚や作業服に付着した場合は、水と石鹸で充分に洗い落として下さい。 
 容器から出し入れする場合は、こぼれないように注意して下さい。もし、こぼれた場合はウエ
スなどで拭取って下さい。 

 一定の場所を定めて貯蔵、保管して下さい。保管場所は３０℃以下の涼しい場所にして下さい。 
 容器のフタは、薬剤を出し入れする時以外はしっかりと閉めて下さい。 
 他の溶剤を混合することなく、原液を使用して下さい。 
 安全な取扱いについての詳細は、製品安全データシート（ＭＳＤＳ）を御参照下さい。 
 

《荷 姿》 

４Ｌ入り角缶・１６Ｌ入り石油缶 

４Ｌ缶は４缶で１箱になります。 

 

初めて御使用になる場合や施工書をお持ちでない時は販売店または、当社ま

で御連絡下さい。 

姉妹品『イシノールシリーズ』クリアタイプがあります。 

また石材用洗浄剤・シミヌキ剤『イシクリーンシリーズ』がありますので、

併せて御利用下さい。 
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